








要約 

新生児のビタミン E栄養評価を,赤血球ビタミン E値を指標として,未熟児のビタミン E栄

養評価を行なったところ,極小未熟児でも出生時には,成人に匹敵するビタミン Eを赤血球

中に含有していた。これは,新生児期の赤血球は酸化的溶血をおこしやすい現象と相反する

結果である。そこで,臍帯血を用いて,赤血球膜について,易酸化性を検討し,成人血との比

較を行なった。酸化剤として,アゾ色素(AAPH)を用い,酸化の進行度を酸素吸収速度で測定

したところ,成人赤血球膜および臍帯血赤血球膜は・AAPH 溶液中では,それぞれの中にビタ

ミン Eを含有する間は酸素吸収は緩やかであるが,ビタミン Eが酸化されてしまうと,酸素

吸収は急激に促進された。赤血球膜は臍帯血も成人血もビタミン E 含有に差がないため,

最初の緩やかな酸素吸収の時間(誘導期と呼んだ)は同じであった。しかし,ビタミン Eが無

くなると,酸素吸収の速度は成人の血球膜のそれより速かった。すなわち,易酸化性は臍帯

血の方が大であった。その要因を検討すると,臍帯血血球膜の不飽和脂肪酸が多いためであ

った。 


